
▼問い合わせ：千種支部

ボランティアセンター日誌

ボランティアセンター日誌ボランティアセンター日誌 ボランティアセンター日誌

姫路市内の特別支援学級に通う子ど
もたちの雪遊びをお手伝いします。
（会場づくり、そり遊びのお手伝い）

平成 23年 1月 31日（月）
　　　 　～ 2月 4日（金）
11:30 ～ 14:00
※いずれか 1日でかまいません

ちくさ高原スキー場

1日につき 8名程度

1月 24日（月）

日 時

場 所

内　容

募集人数

申込締切

山崎のボランティアリーダーが研修山崎のボランティアリーダーが研修

あの震災を忘れないあの震災を忘れない
いっしょに歩こう！！ 1．17メモリアルウォーク2011

▼問い合わせ：本部

平成２３年１月１７日（月）
５０名（先着順）※定員になり次第締切ります
1,５00円（交通費）※当日徴収します
神戸市立中央体育館～HAT神戸 ５キロ

出　　発　  ６：２０　千種保健福祉センター　⇒　６：５０　メイプル福祉センター　⇒　７：１０　一宮保健福祉センター
　　　　⇒  ７：３０　宍粟防災センター　⇒　９：００　神戸市立中央体育館着（メモリアルウォークへ参加）
解散時間　１３：３０　HAT神戸発　⇒　１５：３０　宍粟防災センター　⇒　出発地を周り随時解散

日 時

定 員

参加費

コース

行程表

ひょうご
安全の日のつどい

11月29日（月）　一宮保健福祉センター
お達者クラブの部屋から美しい音色が…。
今日は、一宮子育て支援センターの自主グルー
プ“どれみ♪”によるハンドベルの演奏会。今月
で10回目となる演奏会も今日が最終日。どれみ
♪の演奏はもちろん、お達者クラブの利用者と
一緒に奏でた「きらきらぼし」は、部屋いっぱいに
音色を響かせた。リーダーの秋本育代さんは、
「私たちの演奏でお達者クラブのみなさんが喜
んでいただければ。」と思いを話された。どれみ
♪のみなさん、これからもハンドベルが奏でる美
しい音色をたくさんの方に届けてね。
 （本部・一宮支部　波多野好則）

※お達者クラブ・・・ 高齢者の閉じこもりなどによる生活機
能の低下を防ぐ介護予防事業

12月5日（日）　メイプル福祉センター
波賀ボランティア連絡会が中心となり、お互いの
活動を知り、交流を深めるために「ボランティアの
つどい」が開催された。
それぞれの活動を発表し、グループを立ち上げ

たきっかけや活動を続ける中での苦労など情報交
換が行われた。
また、初めての取り組みとして、配食サービスの
お弁当の試食も行われた。
参加者からは「初めての試みで参考になった」

「他のグループの活動を知ることができた」と感想
が聞かれた。
様々なボランティアに関わる人同士が交流する

ことで、さらに活動の輪が広がっていってほしいと
思う。

（波賀支部　岩井希望）

11月12日（金）　但馬 長寿の郷（養父市）
山崎ボランティア連絡会では、毎年テーマを決め

て役員研修会を行っている。
「今年は福祉用具がどれだけあるか勉強したい」
との意見から『但馬　長寿の郷』へ１４名の参加が
あった。
８５０点もの福祉用具に、「こんなに便利なものが
いっぱい」、生活に使える用具を見て「買って帰り自
宅で使おう」などと興味を示めされていた。
点字ボランティアで参加された人は「福祉学習で

使えそう」など自分たちのボランティア活動でのヒン
トもあったようで地域に発信したいと話された。
この研修で今後さらに地域を支えるボランティア
活動になることを期待したい。

（山崎支部　横山洋子）

11月24日（水）
11月15日から全3回に渡って開催した子育て応援ボランティア講座が
終了し、延べ13名が受講した。
第1回は、家庭教育アドバイザーの木村才子先生から、子育てサポート

についての講義。第2回を託児ボランティア「バンビやまさき」の協力で子
育てサロンでの実習。最終日のこの日は宍粟市消防本部一宮分署の協力
で、救急救命講習を行った。
講座を振り返り参加者からは「この講座で学んだことを、みんなに伝え

たい」「山崎のサロンをお手本に、自分たちにできる事を考えたい」など、
今後の活動に意欲的な感想が聞けた。また、「とても勉強になる講座だっ
たので、もっと多くの人に聞いて欲しかった」という声もあり、地域をあげて
子育て中の親子を支援していく事の必要性を再確認した。
子育てを応援するボランティア活動は、各支部で行われています。講座

を受けることができなかった方も大丈夫。子育てボランティアをやってみよ
うと思う方は、各支部までご連絡を。 （本部　田中祥仁）

心肺蘇生・AEDの講習を受け、基礎的な知識が
ないと、助けたくても助けられないことを実感

山崎子育てサロン。この日は老人クラブのおじいちゃ
ん、おばあちゃんとの交流もあり、地域で子育て支援

核家族化、少子化etc、子育てをしにくい社会
子どもだけでなく、お母さんの声を聞いてあげよう！

ボランティア･市民活動センター
本部･一宮 72-8787・72-2211

山崎 62-5530 波賀 75-3631 千種 76-3390
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ぼらんちゃん

子育て応援ボランティア講座終了子育て応援ボランティア講座終了
「子どもの笑顔に癒される」「子どもの笑顔に癒される」

のぞみ

波賀ボランティア波賀ボランティアの“どれみ♪”が奏でる
ハンドベル
“どれみ♪”が奏でる
ハンドベル

つどいつどい

阪神・淡路大震災から１６年。亡くなられた方々の慰霊と追悼、そして震災から生まれた「きずな・支え合う心」と「経験と
教訓」を、宍粟市でも多くの人々に語り継いでいくため、避難路、救援路（５ｋｍ）を歩き、「１．１７のつどい」に参加します。


